	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表（令和7年度）



	法人名
	株式会社ハートクリエイト
	代表者
	坂井亮子
	
	法人・
事業所
の特徴
	ご利用者、ご家族の希望を可能な限り実現するために、いろんな工夫や会議等での意見をサービス改善につなげている。職員は笑顔で迎え、事業所の雰囲気はとにかく明るく、時間を忘れて過ごせる空間となっている。認知症ケアにも積極的に取り組んでいる。

	事業所名
	多機能ホーム
ハートぽっぽ平和公園
	管理者
	山本俊司
	
	
	



	出席者
	市町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援Ｃ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	人
	1人
	1人
	1人
	1人
	1人
	人
	4人
	人
	9人



	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見（外部意見）
	今回の改善計画

	Ａ．自己評価の確認
	職員全員が自己評価に積極的に取り組み、モチベーションをアップする。
	毎年、年次計画の中に「自己評価」に取り組む時間を組み込み、勉強会の一部として実施している。
	自己評価に取り組む時間を確保して、きちんと取り組まれているのが判りました。
	自己評価の意味をきちんと理解しながら評価する。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	利用者の作品など、継続的に飾りつけして、雰囲気作りに努める。
	イベント・装飾係や環境整備係の職員が中心となって、作品作りや季節に合わせた室内の装飾を施している。
	不快な臭いなど無く、いつも職員さんの挨拶もよく、明るい雰囲気の事業所です。
	季節が感じられる装飾を、今後も作成してゆく。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	地元の自治会に参加して、地域の行事等を把握した上で、企画、立案、参加など行う。
	令和7年度は、事業所自体が自治会に参加。管理者が自治会役員（福祉部長）となり地域に関わるようになった。
	地域との関りについて、積極的に参加されているのが判りました。
	地域の活性化のために、今後も意見を出しながら、地域活動に取り組む。

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
ささえる取組み
	地域の行事などに、利用者、職員が出向く機会をつくる。
	利用者、職員が地域で開催されたペン字講座に利用者、職員が参加させて頂いた。
	感染症の流行や職員不足などで、外に出向くことがなかなか大変ですが、無理のない程度で取り組んでください。
	引き続き、地域の行事などに出向く機会をつくる。

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	運営推進会議で指摘された意見や改善点を、職員会議等で共有し検討する。
	運営推進会議で出された意見等は議事録に残し、意見を参考に改善や工夫に取り組んだ。
	運営推進会議が毎回、有意義なものになっており、意見も良く交わされていると思います。
	新しい運営推進委員の加入も検討し、更に情報交換に努める。

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	地域の自治会と協同で防災訓練を実施する。
	協同での防災訓練については実施できなかった。
	自治会において、防災訓練の実施を提案、企画してみて下さい。
	引き続き、地域の自治会と協同で防災訓練を実施する。



